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研究要旨 

本稿では、障害者の就労支援のためのアセスメントスキル向上に向けて開発中の研修プログ

ラムの演習について、令和 6 年度に続いて 3 回目の演習の開発過程を報告する。 

方法は ADDIE モデルに沿って次のように実施した。Assessment では、令和 6 年度に 2 回実

施した演習の評価を踏まえて課題を抽出した。Design・Development では、課題を基に演習内

容の改訂案を考案した。Implement では、全国の就労移行支援事業所等に勤務する支援者に改

訂した研修を実施した。Evaluation では、研修評価方法に沿って評価した。 

結果として、Assessment ではアセスメント演習はロールプレイとデモンストレーションを組

み合わせること、「自己の実践の振り返り」はアセスメント演習の振り返りの意味を重視するこ

と、ファシリテーションの統一の必要性、ZOOM 操作専任者の必要性等を判断した。Design・

Development ではアセスメント演習はデモンストレーション動画を作成し、動画視聴とロール

プレイを組み合わせたプログラムとした。「自己の実践の振り返り」は、アセスメント演習終了

後に移動した。また演習全体の導入でグランドルールやグループ毎のルール確認し、手引きに

沿ってファシリテートを行う計画とした。Implementation では、令和 7 年 12 月に 20 名にオン

ライン 研修 を実施した。Evaluation では、アウトカムは就労先や地域に関するアセスメント以

外は 全体に自己評価が令和 6 年度よりも 改善した。プロセス評価では、ルールを決めたこと、

所属自治体の規模や地域を考慮したグループ編成、ファシリテーターの手引が功を奏したと思

われた。一部 対面開催の希望もあった 。ストラクチャー評価では、就労先 や地域のアセスメ

ントを充実する場合は、集合研修は２日必要など考えられた。 

以上より、集合研修を一日とした場合の 演習として一定の成果が得られるプログラムとなっ

たと考えられる。 
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A. 目的 

障害者の就労におけるアセスメントの重

要性は、障害者雇用・福祉施策の連携強化

に関する検討会において確認され、支援者

には就労アセスメントを正しく行うことが

求められる。 

 2025 年 10 月以降、就労系福祉サービス

の利用を希望する障害者は、原則として

「就労選択支援」を受け、就労アセスメン

トを行う。就労選択支援員の就労アセスメ

ントのスキルに向上に向け、基礎的研修や

就労選択支援員養成研修が整えられている

が、変調の大きい障害者のアセスメント

は、さらなるスキルが求められる。すなわ

ち、本人の状態と環境のモニタリングを踏

まえてアセスメントを深める過程を修得す

る必要がある。 

そこで、本研究班では令和６年度に、変

調の大きい障害者の就労アセスメント研修

を２回施行した 1)。研修は講義と演習から

構成され、1 回目の研修では、a.ロールプ

レイを行う演習 （以下、a.ロールプレイ型）

を行い、 2 回目の研修では b.デモンストレ

ーション実演視聴による演習 （以下、b.デ

モンストレーション実演視聴型）を行った。

a.ロールプレイ型、b.デモンストレーショ

ン実演視聴型の両者とも効果があったが、

さらに効果的な演習とするために、教育方

法の開発で汎用されている ADDIE モデル

に沿って演習内容を修正・実施・評価する

必要がある。 

そこで、本稿では、変調の大きい障害者

の就労アセスメントスキルの向上に向けて

開発中の研修プログラムの演習開発の過程

を報告する。 

 

B. 方法 

 教 育 方 法 の 開 発 で 汎 用 さ れ て い る

ADDIE モデルに沿って演習内容を修正・

実 施 ・ 評 価 す る 。 ADDIE モ デ ル は

[Assessment:ニーズ把握][Design 設計:目的

と 内 容 検 討 ][Development: 内 容 作

成][Implement:実施][Evaluation:評価]から

構成される 2)。 

1． 令和 7 年度研修案作成方法 

１） Assessment:ニーズ把握 

令和６年度の 1 回目の研修では、a.ロー

ルプレイを行う演習 （以下、a.ロールプレ

イ型）を行い、 2 回目の研修では b.デモン

ストレーション視聴による演習 （以下、b.

デモンストレーション視聴型）を行った。

そのアウトプット評価、プロセス評価、ス

トラクチャー評価 3)から令和 7 年度研修ニ

ーズを整理した。 

 

２） Design 設計:目的と内容検討・Develop

ment:内容作成 

上記１）で分析したニーズを基に研究

班と実践者で演習内容の修正案を考案

した。 

３） Implement:実施 

令和 7 年 12 月に、全国の就労移行支

援事業所、障害者職業・生活支援セン

ター等に勤務する支援者に修正した研

修を実施した。 

４） Evaluation:評価 

評価方法３)に沿って、下記のように評

価した 

(1)アウトプット：「研修目的・目標達成

度の自己評価」「アセスメントスキル」
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「研修内容の理解度」「研修内容の満足

度」を統計的に解析した。 

研修後の自由記載を参考にした。 

(2)プロセス：アウトプット評価を基に、

ニーズの特定、対象選定、目的・目標、

演習内容の適性を研究班で検討した。 

(3)ストラクチャー：アウトプット評価を

基に、従事者、設備等の適正を研究班で検

討した。 

 

２．倫理的配慮 

本研究は国立保健医療科学院研究倫理審

査委員会の承認を得て行った。 

承認番号【NIPH－IBRA＃24027-2】 

 

C. 結果 

１．Assessment:ニーズ把握 

令和 6 年度の評価を踏まえ、下記のよう

にニーズを整理した。 

１）アウトプット評価より： 

参加者の自己評価として、[a.ロールプレ

イ型]より[b.デモンストレーション視聴型]

が改善していたため、[b.デモンストレー

ション視聴型]が効果的である。 

２）プロセス評価より： 

(1)演習修正ニーズの特定 

・自己の実践の振り返りは、系統的なリフ

レクションに慣れていない様子もあり、演

習当日の振り返りが妥当。 

・[a.ロールプレイ型]より[b.デモンストレ

ーション視聴型]が学びに集中できた様子

のため、[b.デモンストレーション視聴型]

が効果的である。 

(3)内容 

➀自己の実践の振り返り： 

・アセスメント演習の効果を高めるために

も、演習当日の振り返りが妥当。 

②アセスメント演習： 

・[a.ロールプレイ型]より[b.デモンストレ

ーション視聴型]が効果的である可能性は

あるが、ロールプレイは自身の振り返りに

は効果的であるため、組み合わせることで

効果が高まる。 

・就労選択に関する情報提供を適宜入れる。 

・わらいふ試用協力者の効果を示す 

・デモンストレーションは実演よりも動画

を撮影し、アセスメントシートやわらいふ、

作業場面を写す。 

・デモンストレーション自体よりも意見交

換の時間を十分とる。 

３）ストラクチャー評価 

(1)開催時期 

日常業務の関係から 12 月、1 月の希望が

多く妥当であった。 

(2)会場 

 オンラインであるが、ファシリテーター

の声が重なるので更に広い会場とする。 

(3)担当者数 

・ファシリテーターは 1 グループ一人は妥

当（実装段階では再検討） 

・ZOOM 操作は専門業者に委託する。 

・全体進行、単元の進行役は、GW のファ

シリテートを担当しない。 

・ファシリテーターの役割の統一のための

手引きが必要。 

 

２．Design 設計:目的と内容検討・Develo

pment:内容作成 

１）評価計画 

・令和 6 年度と比較するため、アウトプッ

ト評価は「目的・目標の達成度」「アセス

メントスキルの自己評価」「研修内容の理
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解度」「研修内容の満足度」の自己評価、

及び自由回答とした。 

２）研修目的・目標、プログラム、演習内

容 

ニーズを基に研修目的・目標、プログラ

ム、演習内容を考案した。 

ファシリテーターの手引きを考案すると

ともに、演習のグランドルールを定めた。 

３）開催時期・会場等 

12 月開催、前年度の倍以上の面積の会

場とし、ファシリテーターの距離を置い

た。 

 

３． Implement:実施 

１）開催時期 

 令和 7 年 12 月土曜日に開催した。 

 

２）参加者（アンケート回答分） 

・所属 

 回答数 ％ 

 全体 17  100.0  

就労移行支援事業者 11  64.7  

障害者就業・生活支援セン

ター 
4  23.5  

地域障害者職業センター 0  0.0  

就労継続支援 B 型事業者 2  11.8  

 

・経験年数 

 回答数 ％ 

 全体 17  100.0  

４年以下 4  23.5  

５－９年 7  41.2  

１０－１４年 3  17.6  

１５－１９年 1  5.9  

２０年以上 2  11.8  

 

・支援した経験のある障害種別（複数選択

可） 

 回答数 ％ 

 全体 17  100.0  

精神 15  88.2  

知的 17  100.0  

身体 11  64.7  

手帳取得なし（難病） 7  41.2  

その他 0  0.0  

 

３）グループ編成 

 所属別、自治体規模別に 4 名１G とし

た。 

 

４．Evaluation:評価 

１）アウトプット 

・自己評価の詳細は次稿に示すが、「目

的・目標の達成度」「アセスメントスキル

の自己評価」「研修内容の理解度」「研修

内容の満足度」が全体に令和 6 年度より改

善していた。 

・自由回答では、講義では、就労支援の基

本、制度の基本、アセスメント御基本の学

び、ツール活用の効果、本人中心や内省の

再確認、セルフモニタリングの必要性、地

域特性の配慮等の学びが記述されていた。    

演習内容や運営では、意見交換の効果、

ファシリテータの効果、対面開催の希望、

地域性の気づき、ツールの活用、アセスメ

ントの理解に関する意見が得られた。 

 

２）プロセス 

(1)演習修正ニーズの特定 

・自己の実践の振り返りをアセスメント演

習振り返りにしたことは、妥当であった。 
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・アセスメント、地域性、ツールの活用と

いう本研修の特徴とニーズはアウトプット

評価から、合致していたと考える。 

（2）対象者の選定評価 

・経験年数、担当業務を尋ねたことはグル

ープワーク運営に功を奏した。 

(3)内容 

・自己の実践の振り返りを演習振り返りに

したことで全体の統一が図れたが Kolb な

ど系統的なリフレクションの希望もあり、

2 日間の集合研修であれば、可能と考え

る。 

・アセスメント演習をデモンストレーショ

ン動画視聴とロールプレイを組み合わせた

ことで、内容の理解を自己の実践とある程

度結び付ける効果があった。 

・デモンストレーション動画に就労系福祉

サービス等の情報提供を適宜入れたことも

地域に目を向ける必要性の理解に功を奏し

た。 

・わらいふ試用協力者の効果を示したこ

と、活用しながらのアセスメント場面を視

聴したことでツールを用いたセルフモニタ

リングの効果の理解を促すことに通じた。 

・意見交換の時間を十分とったことは好評

であった。 

３）ストラクチャー評価 

(1)開催時期 

・12 月上旬としたためか、感染症で欠席

するものは皆無であった。 

(2)会場 

 令和 6 年度の倍近い広さの会場で行い、

適切であった。 

(3)担当者数 

・ファシリテーターは 1 グループ一人は妥

当 

・ZOOM 操作は専門業者に委託したこと

で専念できた。 

・全体進行役は、GW のファシリテーター

から外したため、全体を見て統制が行え

た。 

・ファシリテーターの手引きを作成したこ

とで役割が標準化された。 

 

D. 考察 

 総じて、令和 6 年度より令和７年度の理

解度、満足度は改善していた。自己の実践

の振り返り演習の位置づけ、及びアセスメ

ント演習の視覚教材をデモンストレーショ

ン動画視聴形式に変更したこと、グランド

ルールの提示やファシリテートの統一も功

を奏したと考える。 

 教材とは、一定の目的や目標を達成する

た めに行われる教育において使われる素材

4)を指し、図書、ICT などがある。専門職

の育成においても視覚教材などが開発され

効果を上げている。本研究では視覚教材の

開発も目的としており、アセスメント演習

のデモンストレーション動画を作成し、演

習で用いたことは有用であったと考える。 

 また、ロールプレイには、深い人間理解

が必要となるため、相手が何を考えどのよ

うに感じているかを深く考える機会となる。

また自分の感情や戸惑いを経験したり、自

分の話し方や身振りの癖に気づくことで自

己 理解を深めることに通じる 5）。本研究

でロールプレイも併用したことで学びが増

幅されたと思われる。 

 ファシリテーションとは、人々の活動が

容易にできるよう支援し、うまくことが運

ぶよう舵取りし、集団による問題解決、ア

イデア創造、教育、学習等、あらゆる知識
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創造活動を支援し促進していく働きを意味

する 6）。本研究で視覚教材とロールプレイ

を併用した演習を実施し、さらにファシリ

テーションの方法を統一したことは、効果

的な演習の方法に示唆を与えると考える。 

 今後の方針としては、次が考えられる。 

・就労先 や地域のアセスメントを充実する

場合は、集合研修は２日必要。 

・系統的なリフレクション演習を行うため

には、集合研修は２日必要。 

以上より、集合研修を一日とした場合の 

演習として一定の成果が得られるプログラ

ムとなったと考えられる。 

 

E. 結論 

令和 6 年度の研修評価を踏まえ、令和 7

年 12 月に演習内容を修正・実施・評価し

た。自己の実践の振り返りを、全体的な自

己評価が高まった。 
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https://www.mhlw.go.jp/content/10900000

/001081596.pdf 

 

4)一般社団法人日本図書教材協会授業と教

材に関する調査研究委員会(2018)授業と教

材 教材の正しい理解と活用のために 

 

6) 日 本 フ ァ シ リ テ ー シ ョ ン 協 会

https://www.faj.or.jp/facilitation/ 

 

https://www.faj.or.jp/facilitation/
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資料３．研修内容 

 

時間 科目 概要 

10:00-10:20 
事前学習の振り
返り 

研 修 目 的 と 目 標 の 説 明 
事前学習の振り返り 

10:20-11:20 
演習① 
自組織の紹介 

・グループのグランドルールを決める 
・演習②：場面 2 のロールプレイの役割を決める 
・4 名１グループで、自組織の基本情報及び強み・弱
み、地域の強み・弱みを共有する。（ひとり 15 分） 

11:20-11:30   休憩 

11:30-12:15 

演習②模擬事例
を用いたアセス
メント演習 
・場面 1 

模擬事例の動画視聴後に、4 名１グループで、就労選
択支援の５つの場面を通じて、アセスメントを深めて
いく方法を学ぶ。 
【5 つの場面】「場面 1.就労アセスメント(NIVR)」
「場面 2.本人への企業情報等の提供」「場面 3.作業
場面を活用した状況把握」「場面 4.多機関連携によ
るケース会議」「場面 5.アセスメント結果の作成」 
＊「場面 2.本人への企業情報等の提供」のみ動画視聴
とロールプレイの両者を行う。 

12:15-13:15   昼休憩 

13:15- 15:50 

演習②模擬事例
を用いたアセス
メント演習 
・場面 2-5 

（続き）途中休憩あり 

15:50-16:00   休憩 

16:00-16:30 
演習③  自己の
実践の振り返り 

4 名１グループで、当日の学び、どのようなところに
活かせそうか、明日から何を変えてみようと思うか、
等を共有する。 

16:30-16:50 全体振り返り 講義、演習を通じての学び 

16:50-17:00 まとめ 全体まとめ 
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資料４アンケート自由回答（講義） 
 

障害のある人

を雇用する意

味 

障害のある人

にとっての就

労の意味 

経験を踏まえてわかりやすかった 

雇用率がクローズアップされる中、

当事者がやりがい、キャリアアップを

感じられる、地域の中で受け入れら

れていると思える働く場をどう作る

か、課題と感じた 

[共生社会」の具体的な実現に向け

た重要な 1歩である 

研修も事例も分かりやすく、新入社

員の研修で活用したい 

非常に温かみのある内容だった 

事例を用いてよく理解できた 

障害者雇用対

策の概要と就

職準備性 

障害者施策について、わかりやすか

った 

数字やデータをまとめて話していた

だきわかりやすかった 

生活リズムや対人スキル、体調管理

などの土台が大切 

非常に分かりやすかった 

障害者就労施

策－就労選択

支援の根底に

あるポイント 

就労選択支援の基本プロセスなど

理解が深まった 

本人が自分らしく、納得できる働き方

が選べるように、本人の意思決定を

支える姿勢が重要だと感じた 

分かりやすかった 

精神障害や難

病等の医療・

生活・就労の

総合的支援の

施策 

特に、難病の方への就労支援につ

いて、参考になった 

治療と仕事の両立支援、就職と定着

支援、障害進行時の就業継続支援

を理解した 

就労に困難な事例は地域で共有す

る必要があると感じた 

障害や疾病に

よりモニタリ

ングが特に必

要な者のアセ

スメントの特

徴 

アセスメントとその捉え方について振

り返りの機会となった 

生活全体、医療との連携、リスク管

理を含めて継続的に支援をしていく

ことが重要 

モニタリングやアセスメントの重要性

を再確認できた 

アセスメント

シートの基本

的考え方－ア

セスメントシ

ートにおける

モニタリング

が特に必要な

アセスメントシートを「上手」に活用し

てみたい 

客観的評価、生活全体の把握、多方

面との連携、リスク管理を継続的に

行う 

具体的な評価の視点を持つ必要が

あるということを再確認できた 

実際に活用した事はないが大変興

味深いシートなので今後活用してみ

たい 

者の評価の視

点 

シートを最初から協同で作成すると

障害の背景を探ることが難しくなる 

具体的に相互に共通理解することが

できるツールと感じた 

本人を中核と

したアセスメ

ントの全体構

造－支援者の

内省 

「本来」について確かめることができ

た 

支援者は自分自身を道具として使う

ことがどういうことか改めて考えさせ

られた 

ほかのスタッフにも見てもらいたいと

思う内容だった 

アセスメントスキルの向上や、自分

のスキルを客観的に把握するのに

役立つ 

本人の人生、価値観、希望を軸に支

援を組み立てていくことが大切 

とても有意義で本来性の大切さを当

事業所でもシェアしていく 

内省と省察的実践がとても興味深

く、もう一度受講したいと思った 

内省と省察的実践は、中堅職員に

必要な研修分野だと感じたので、自

社の社内研修でも取り入れたい 

コルブの経験学習モデルは支援の

中で取り入れていたが、他の 2つの

モデルについても同様に支援の方

法として取り入れたい 

この内容を分かりやすく、事業所職

員に伝えられたらすごく良いと思う 

各視点が細かく見やすかった 

ミクロ、メゾ、マクロの視点での見立

てについて勉強になった 

生活・からだ

と心・環境の

モニタリング

－セルフモニ

タリングから

セルフケア、

セルフアドボ

カシーへ 

利用者ご本人を取り巻く環境につい

て、どうアプローチをするか再確認で

きた 

実際の生活環境、職場環境を照らし

合わせて状況を確認していくことが

大切 

セルフモニタリングを取り入れること

の重要性を理解することができた 

わらいふへの理解が深まりまった 

不安が強い方はセルフモニタリング

が不正確となる場合がある 

自己理解場深まり自身で納得して自

己管理する意欲につながるのでは 

地域を見る必

要性と視点－

障害や疾病に

よりモニタリ

ングが特に必

要な者の就労

支援における

地域性について改めて確認したい 

本人が安心して生活、就労できる環

境を把握し、支援を現実に即したも

のにする 

一方的な解釈にならないよう各専門

分野やそれぞれの視点から情報を

出し合うこと 

地域の実態をもっともっと自分自身

が情報収集していきたい 
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連携（医療、

福祉、企業） 

地域を見立てる視点はまだ不十分な

ため、これからより高めていきたい 

 

 

運営他 

演

習

方

法 

意見交

換の効

果 

グループワークを通して意見交換、情

報交換ができ有意義な時間だった 

自身だけでなく、他者の意見を聞くこと

が出来てとても有意義な時間だった。

今回の研修を参考に今後の支援に活

かせられるよう、活動していきたい。 

就労選択支援をはじめるにあたり、ア

セスメントの質や支援の質を維持、向

上させるための方法を模索していた。

自分自身がまずはインプットし自社の

支援員たちにアウトプットしていくため

に、貴重な機会だった。今回に限ら

ず、継続してこのような機会があると、

また意見交流できる 

就労移行に関する経験が浅いため、

ほかの受講者の実践例等を具体的に

教えていただけたのがよかった 

グルー

プメン

バーの

組み合

わせ 

県をまたいでの研修参加経験が少な

く、今回のような全国規模で、就労に

携わる様々な分野の方が集まる研修

の機会で、各県での実態、実状など、

改めてそれぞれの地域性の理解が深

まり、良い経験になった 

支援者は相手の言葉を引き出すプロ

なので演習では、支援者が話すぎず、

決めつけ過ぎないことが重要 

ファシ

リテー

タの効

果 

各グループにファシリテーターがつい

て、非常に丁寧に対応した 

事例 今回は難病の対象者で研修を行った

が、精神や発達・知的と高次脳機能障

害も対象に開催してほしい 

運

営 

対面開

催の希

望 

参加者の地域の状況など詳しく伺いた

かったので対面でも開催してほしい 

グルー

プワー

クと全

体説明

の往還

の負担 

ブレイクアウトルームとメインルームの

往復が多く、議論を深めてくことが難し

かった 

学

び 

地域性

の気づ

き 

全国規模で各県での実態、実状など

地域性の理解が深まった 

ツール

の活用 

アプリの導入など新たなツールを用い

るきっかけにもなる 

アセス

メント

の理解 

時間をかけてアセスメントについて内

省する機会となった 

アセスメントスキルが学べた 

日々の実践内容を振り返る、内省の

機会となりり、アセスメントに活かして

いきたい 

他 ロールプレイだけではなく、面談場面

観察やフィードバックがあり、理解が深

まった 

とても学びを得ることができ感謝して

いる 

同じような研修の開催があれば、社員

にも参加してほしい 

今後もこのような研修があれば、是非

参加したい 

大変勉強になった 

 


